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学 位 論 文 の 審 査 要 旨 
 
学位論文申請者氏名：小茂田 和希 
論 文 題 目： フルオロアルキル化芳香族化合物の合成法の開発 
    （英訳） Development of Fluoroalkylated Aromatic Compounds 
 
論文の概要及び判定理由 
 本論文では，種々のフルオロアルキル化芳香族化合物の合成を研究している。銅触媒クロスカップリ
ング反応によるフルオロアルキル化芳香族化合物の合成を開発した。また，フルオロカーボンやフルオ
ロアルキルシランの活性化法を見いだした。さらに，含フッ素合成ブロックとしてベンゾシクロブテン
類に着目し、その有用性を明らかにした。 
以上のように，小茂田和希氏は，学術的および実用的に意義のある有機合成反応を開発しており，博士
（理工学）の学位に値するものと判定した。  
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最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨 
 
 
 小茂田和希氏に対し，学位論文「フルオロアルキル化芳香族化合物の合成法の開発」の
内容及び関連事項に関する本人の学識について試問し，満足すべき解答を得たので， 
博士（理工学）の学位を授けるに十分な学識をもつものと認め，合格と判定した。 
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